
IFRS に対応するためには、会計基準や業務を変更するだけでなく、システムについても広範囲の改修
が求められます。日本でも多くの企業が導入している SAP を、短期で IFRS 対応させたいというニーズ
に応えるために、ＰｗＣ（プライスウォーターハウスクーパース）では、欧州や韓国における SAP の IFRS
対応の先行事例や、日本における多くの導入経験をもとに、実機検証済みの SAP 対応ソリューションを
開発しました。
また、IFRS 対応に伴い会計基準が統一されることを機に、業務の標準化およびコードの統一、データ
の標準化、システム基盤の統一など、経営基盤強化に向けた整備事項に取り組む企業も増えてきてお
ります。
PwC は、SAP を既に導入している企業をはじめ、これから新規導入やグループ会社展開を検討してい
る企業を対象に、IFRS 対応に伴う SAP 改修・導入を支援します。
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IFRS の適用により、会計のみならず、販売や在庫管理といった業務プロセスの変更を求められる可能
性があります。それに伴い、会計システム及び業務システム（販売管理・在庫管理システム等）への影響
を分析し、対応することが望まれます。さらに IFRS 対応は、業務の標準化、システムの共通化のチャン
スでもあり、グループ経営管理基盤の強化という視点も含めて対応すべきであると考えます。

IFRS 対応
IFRS 適用に伴う業務・システムへの影響を適切に分析し、いかに短期で対応するかがポイントになりま
す。
特に SAPについては、IFRS が先行適用されている欧州や韓国でも数多くの会社が使用しているため、
それらの事例を活用することで、短期での対応が可能になると考えます。

経営管理基盤の強化
欧州や韓国の事例でも、IFRS 対応によりグループ全体で会計基準が統一され、業務の標準化が促進
されることで、コードの統一やシステムを共通化するハードルが下がる傾向にあります。
そこで、IFRS 対応を機にコードの統一、データの標準化、システムの共通化を実施し、経営管理基盤
の強化を行う企業が増えてきています。
たとえば、コードの統一やデータの標準化により、読み替えなど変換作業が効率化されるなど、グルー
プ会社の経営状況がタイムリーかつ正確に把握できるようになります。また、業績評価指標をグループ
内で統一し、比較管理することも可能になります。
さらに業務が標準化され、システムを共通化できれば、低コストオペレーションを実現できるとともに、本
社で末端データまで管理することができるようになるため、グループ会社の経営に関して、本社によるマ
ネジメントが可能になると考えられます。



PwC では、SAP を既に導入している会社およびこれから SAP の導入を検討されている会社に対して、

SAP の IFRS 対応、さらには経営管理基盤の強化を支援しています。

① SAP の短期 IFRS 対応支援サービス
PwCは、数多くの導入経験と欧州や韓国での先行事例に関するノウハウを活用し、IFRS SAP対応
ソリューションを開発しました。
IFRS SAP 対応ソリューションは、システムに影響がある IFRS の論点を対象に、対応方針、業務フ
ロー、パラメータ設定方法など一連の対応方法をドキュメント化したものです。特にパラメータ設定
については、SAP の実機を使用して検証まで行っています。
当ソリューションを活用することで、SAP の IFRS 対応の短期実現を支援します。

② 経営管理基盤の強化支援サービス
グループ内の業務の標準化、シェアードサービスセンター化、勘定科目等のマスタ統合によるメン
テナンス業務負荷の削減、システム基盤の統一などの施策の実行により、継続的な低コストオペレ
ーションの実現を支援します。
また、現状のグループ経営管理について、経営判断に役立つ情報が整備されているかどうかを「切
り口・粒度（事業、製品、顧客等）」、「範囲（業績管理指標、科目）」、「スピード」、「精度」の観点から
分析の上、課題の抽出と解決策の検討を行うなど、新しいグループ経営管理の仕組み作り、グロー
バル業績管理指標の設計、グループ標準システムの国内外への導入・展開を一貫して支援するこ
とで、経営管理基盤の強化を実現します。
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PwC の強み
SAPの IFRS対応、さらに経営管理の基盤の強化を実現するためには、会計業務とシステムに関する深
い知識と経験が求められます。
PwCは、社内に財務･会計、情報システム導入それぞれの専門家を擁しています。会計面については、
あらた監査法人と連携したサービスを提供できる体制を備えているとともに、システム面については、国
内外の豊富な SAP 導入実績が評価され、SAP 社より多数の Award を受けています。
また、当社のグローバル・ネットワークを活用することで、グローバルな規模のプロジェクトニーズにもお
応えします。
上記の強みを活かし、SAP を既に導入している会社およびこれから SAP の導入を検討されている会社
に対して、SAP の IFRS 対応、さらには経営管理基盤の強化の実現を支援します。
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